
片
倉
家
伝
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陣
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一

領

上

内
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廿

は
じ
め
に

ω
牡
丹
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蓮
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草
文
様
黄
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陣
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伝
来

形
状
・
法
量
・
仕
立
て
方

裂

地
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文

様

(

以

上

本

号

)

黒
羅
紗
・
繍
取
織
木
綿
縫
い
合
わ
せ
陣
羽
織

伝
来

形
状
・
法
量
・
仕
立
て
方

裂
地
・
文
様

(2) 結
ぴ

は
じ
め
に

宮
城
県
白
石
市
の
旧
白
石
城
主
片
倉
家
伝
来
の
染
織
品
に
関
す
る
美
術
研
究
誌
上
既
発

表
拙
稿
は
、
三

O
三
号
(
昭
和
五
一
年
発
行
)
論
文
の
「
片
倉
家
並
び
に
日
光
・
東
照
宮
伝

来
の
小
紋
胴
服
二
領
に
つ
い
て
」
及
び
、
三
三
二
号
(
昭
和
六
O
年
発
行
)
研
究
資
料
「
片

倉
家
伝
来
小
紋
胴
服
の
修
理
及
ぴ
復
元
模
造
に
つ
い
て
」
の
二
稿
で
あ
る
。

こ
の
二
稿
で
取
扱
っ
た
片
倉
家
伝
来
の
物
件
は
、
何
れ
も
昭
和
五
三
年
六
月
一
五
日
に

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
小
紋
胴
服
」

一
領
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
片
倉
家
に

は
、
こ
の
胴
服
以
外
に
も
、
桃
山
・
江
戸
初
頭
の
服
飾
品
が
三
領
あ
り
、

そ
の
う
ち
一
領

片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

上

神

栄

子

谷

は
、
筆
者
が
昭
和
三
四
年
一

O
月
九
日
(
金
)
に
美
術
史
学
会
総
会
で
口
頭
発
表
し
た
「
片

倉
家
伝
来
二
代
重
長
所
用
黒
嬬
子
小
紬
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
至
文
堂
発
行
の
拙
著
「
小
袖
」

形
が
示
し
て
あ
り
、

お
図
の
実
測
図
、
印
図
の
写
真
で
正
面
・
背
面
の
全

江
戸
初
頭
の
、
数
少
い
う
ぶ
な
形
態
(
当
初
の
ま
ま
の
形
状
)
を
今
日

(
日
本
の
美
術
釘
)
に
、

M
図
の
表
、

に
示
す
貴
重
な
資
料
と
し
て
の
紹
介
を
行
っ
た
。

残
る
二
領
、
即
ち
今
回
本
稿
で
取
扱
う
桃
山
期
の
陣
羽
織
二
領
は
、
多
方
面
か
ら
の
調

査
と
考
察
が
必
要
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
況
に
お
い
て
完
壁
を
期
す
に
は
困
難
が

必
歪
で
あ
る
。

一
応
、
筆
者
の
現
段
階
の
調
査
内
容
と
考
察
を
発
表
し
て
、
大
方
の
見
解

を
賜
わ
り
た
く
、
次
期
に
お
い
て
、

よ
り
確
実
な
方
向
へ
の
解
決
を
得
た
い
と
考
え
る
次

第
で
あ
る
。

(1) 

社
丹
・
蓮
唐
草
文
様
責
鍛
陣
羽
織

(
図
版
1
1
V
、
挿
図
1
1
4
、
mω

伝
来

片
倉
家
の
家
伝
で
は
、
先
に
美
術
研
究
三

O
三
号
、
三
三
二
号
の
拙
稿
で
取
扱
っ
た
小

紋
胴
服
と
同
様
、
「
太
閤
様
よ
り
拝
領
の
御
羽
織
」
と
し
て
伝
来
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

「
片
倉
代
々
記
巻
之
七
」
の
重
長
の
項
(
美
術
研
究
三
O
三
号
拙
稿
一
九
j

二
O
頁
の
註
3
、

註
1

4
照
合
)
の
中
、
「
此
年
月
日
不
知
重
綱
伏
見
へ
登
り
慶
長
四
年
迄
滞
留
す
、
其
聞
に
太
閤

1 



美

術

研

究

四

片倉家伝来黄緑陣羽織実測図 (寸法の単位はcm)

aの文字の向は，その部分のその文様の向を示す。

(正面) (下前)

ぱ3

o 
「ベ

点
線
内

a
の
説
明
は
挿
図
2
及
び

図
版

I
・
H
照
合
。

挿図 1

的

OCH
I
l
l
i
↓一

Fh
u

-
p
u
 

ハU
-

qtu

-

上

29.5 

挿
図
2

片
倉
家
伝
来
黄
鍛
陣
羽
織
想
定
裁
断
図 号

殿
下
秀
吉
公
を
拝
し
奉
り
御
羽
織

を
賜
う
年
月
日
不
知
」
と
あ
り
、

別
に
羽
織
の
数
は
記
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
の
黄
鍛
製
の
陣
羽
織
は

形
状
、
裂
地
、
仕
立
か
ら
考
察
し

て
桃
山
期
の
資
料
と
し
て
、
先
に

発
表
し
、
昭
和
五
三
年
六
月
に
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
片
倉
家

伝
来
小
紋
胴
服
と
同
時
代
の
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か

ら
、
恐
ら
く
「
秀
吉
公
を
拝
し
奉

て
着
装
時
以
外
は
諸
外
国
の
衣
服
と
異
り
、
嵩
張
る
こ
と
な
く
薄
い
状
態
に
畳
ん
で
収
納

2 

り
、
御
羽
織
を
賜
ふ
」

の
項
に
、

さ
れ
、
持
ち
運
ば
れ
る
と
い
う
衣
料
と
し
て
極
め
て
優
れ
た
便
利
さ
を
持
つ
特
色
が
あ
る
。

従
っ
て
、

人
に
与
え
る
場
合
も
、
同
種
、
同
系
の
衣
類
を
二
領
、
三
領
は
畳
み
重
ね
て
、

小
紋
胴
服
と
共
に
該
当
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
わ
が

国
の
衣
服
は
、
直
線
裁
断
で
あ
っ

裂
幅

g
n
g
前
後
、
全
長

b
c
n
B
弱

恩
賞
と
し
て
輿
え
る
こ
と
は
屡
t
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
片
倉
代
々
記
の
こ
の
「
御
羽
織
を

賜、っ」

の
項
は
、
故
片
倉
信
光
氏
が
生
前
、
調
査
に
上
っ
た
時
の
筆
者
に
も
「
こ
の
黄
椴

胴
服
も
小
紋
胴
服
と
同
様
に
『
太
閤
様
よ
り
拝
領
』

と
し
て
伝
わ

っ
て
い
る
」
と
お

っ
し

や
っ
て
お
ら
れ
、
昭
和
四
六
年
(
一
九
七
一
年
)
夏
、
片
倉
家
蔵
染
織
品
撮
影
時
に
作
成
し

て
下
き
っ
た
目
録
に
も

そ
の

1
頁
に
「

黄
ド
ン
地
胴
服
(
太
閤
様
よ
り
拝
領
)
」
と
記

述
し
て
お
ら
れ
る
(
註
2
の
挿
図
)
。

後
述
す
る
調
査
事
項
と
合
わ
せ
、
右
の
伝
来
は
信
溶
性
が
高
い
の
で

こ
の
黄
鍛
陣
羽

織
は

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
得
難
い
資
料
で
あ
る
。

形
状
・
法
量
・
仕
立
て
方

陣
羽
織
の
形
状
・
法
量
一
覧
表
(
伝
上
杉
謙
信
・
片
倉
重
長
・
徳
川
家
康
・
徳
川
頼
官
了
伊
達
政
宗

所
用
)
の
伝
片
倉
重
長
所
用

ω社
丹
・
蓮
唐
草
文
様
貰
鍛
陣
羽
織
の
記
入
事
項
、

及
ぴ
図
版

I
H

皿
W
V
、
挿
図
1
の
実
測
図
照
合
、

一
見
し
て
明
ら
か
な
の
は
、
形
態
が
極
め
て
単
純
な
矩
形
で

点
線
部
分
を
挿
図
l
、
原
色
図
版
I

、

H
に
示
す
。
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あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
形
は
、
わ
が
国
の
衣
服
の
一
大
特
色
で
あ
る
直
線
裁
断
が
極
め
て
よ
く

現
わ
れ
て
い
る
形
態
で
、
南
蛮
風
俗
、
南
蛮
服
飾
の
影
響
を
受
け
る
以
前
の
、
純
粋
国
産
形
態
と

片倉家伝来黄緑陣羽織文様配置図

文稼配列図(挿図 4)と照合のこと。 a，b. c. dの文字の向は，

各所における文禄の向を示す.

挿図 3挿
図
4

心

-h'-

-
F
Eレ
L
E

-
-
-
-
-
-

い
え
る
。
南
蛮
服
飾
の
影
響
や
導
入
が
僅

小
で
あ
っ
た
上
杉
謙
信
の
陣
羽
織
八
領
の

形
態
に

」
の
陣
羽
織
の
形
は
自
然
に
繋

(背面)

っ
て
い
る
感
が
あ
る
。
謙
信
所
用
陣
羽
織

写
真
(
挿
図
5

8

6

7

9

、
目
、
日

ロ
)
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
仕

立
て
方
も
、
裏
裂
が
な
い
の
で

そ
の
方

法

い
わ
ば
純
粋
の
和
服
仕
立
て
で
あ
る

こ
と
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
縫
い
目

も
我
が
国
特
有
の
運
針
縫
の
特
徴
が
明
ら

か
で

一
ミ
リ
か
ら
二
ミ
リ
の
細
か
く
揃

っ
た
針
目
で
、
そ
の
縫
糸
は
、
賞
味
の
多
い

註
3

濃
紅
染
の
、
撚
の
強
い

Z
撚
絹
糸
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
当
初
の
縫
目
は
何
れ
も
一
度
縫
い
と
観
察
さ
れ
た
。

背
縫
の
折
被
せ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
常
な
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二

O
頁
、
挿
図
3

参
照
、
本
稿
の
挿
図
1
背
面
図
の
背
縫
線
と
襟
附
部
分
の
「
上
」
の
文
字
の
あ
る
側
に
折
被
せ
が
あ
る
。
)

で
あ
る
。

上
杉
謙
信
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
八
領
の
陣
羽
織
の
う
ち
、

ω紙
衣
陣
羽
織
と
、

ω白
雲
文
鍛
子

陣
羽
織
の
二
領
が
、
片
倉
家
伝
来
の
貰
鍛
陣
羽
織
と
形
の
上
で
同
種
で
あ
る
。
上
杉
謙
信
所
用
の

二
領
も
、
片
倉
家
伝
来
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
時
の
小
紬
か
ら
、
袖
を
除
き
、
丈
を
多
少
短
く
し

お
く
み
さ
が

た
形
態
で
あ
る
。
小
袖
形
式
の
衣
服
で
生
じ
る
前
身
頃
と
妊
附
、
襟
附
の
交
わ
る
接
点
、
妊
下
り

(
筆
者
が
、
小
袖
や
惟
子
、
胴
服
、
陣
羽
織
等
の
形
状
を
示
す
図
や
表
で
は
、
そ
の
「
妊
下
り
」
を
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
は
「
d
」
で
表
示
し
て
い
る
)
が
、
桃
山
時
代
の
終
り
に
近
い
頃
か
ら
江
戸
初
頭
で

は
す
法
が
短
く
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
片
倉
家
伝
来
の
貰
鍛
陣
羽
織
に
も
、
そ
の
妊
下
り
が

や
は
り
十
セ
ン
チ
、
下
前
十
・
五
セ
ン
チ
と
い
っ
た
桃
山
期
の
終
り
頃
か
ら
江
戸
初
頭
の
妊
下
り

の
寸
法
の
特
徴
が
出
て
い
る
。
こ
の
稿
で
同
種
で
あ
る
と
挙
げ
た
上
杉
謙
信
所
用
陣
羽
織
の
二

領、

ω紙
衣
陣
羽
織
は
十
二
セ
ン
チ
、

ω白
雲
文
鍛
子
陣
羽
織
は
十
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
に
、
各
伝
来
の
時
代
を
特
色
付
け
て
い
る
妊
下
り
寸
法
で
あ
る
。

片
倉
家
伝
来
黄
緑
陣
羽
織
裁
断
前
想
定
文
様
配
列
図

裁
断
前
の
文
様
の
方
向
は
す
べ
て
同
方
向
、
社
丹
と
蓮
華
の
横
段
が
交
互
に
組
ま
れ
て
い
る
。

上
↑

|

文
様

上
↑
|
l
文
様

判判

片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

上

繰色牡丹文

b 濃紅色蓮華文

繰色|牡丹掛文
| 省

薄紅色蓮華~文
!省

c黄金色牲丹寸文
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襟|
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I E調l尚一
黄金色蓮華文

繰色社丹 文

黄金色蓮華左文

I ! 
繰色牡丹肌 文

| 背

黄金也蓮華里文

繰色牡丹 文
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土
木
|
|
文
様

E調l計

文

文

文

文

文

文

華
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前

身
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身
前

)

T

蓮

丹

華

丹

華

一一

色

牡

蓮

士

蓮

拍

紅
|
色
|
日
ー
ー

ι
|時
1

1

色

薄

繰

薄

繰

薄

繰下
前
妊

上 a上半薄漫葱}牡丹文
前下半練色j
妊|

黄金色蓮華文

標色牡丹(文

| 盟
長

d上半黄金色}露文

下半薄紅色f 努

毎
年
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四

伝上杉謙信所用

紙衣陣羽織(表 1・上杉 2) 

a一正面

b-背面

C一実測図

挿図 5-a

挿図 5-b

挿図 5

(寸法の単位はcm)

d e f g 
前身h幅

I 

袖口

k 
身R丈I 照挿合図妊下 り (襟立棲下) 柾幅 合棲幅 桁 (僚襟折り返幅側) 袖袖ア丈キ

重量

12.0 18.0 19.5 19.0 39.5 11.0 56.0 135.0 600g 挿5図
(機首図り を外側)

裾胸83.0 約(綿4.5 89.0 830g 挿6図
32.0 入)

28.0 29.0 61.0 襟欠 51.5 118.0 560g 挿7図

13.0 17.5 19.5 19.0 31.5 13.5 63.0 114.0 530g 挿8図
(内側)

13.0 31.0 63.0 23.0 8.0 46.5 114.5 1820g 挿9図
(立てたまま)

裾胸37.5 10.0 44.0 112.0 1730g 挿10図34.5 (立てたまま)

15.5 42.0 7.5 37.0 105.0 1680g 挿図
(立てたまま)

27.0 52.5 15.0 45.0 86.0 修理40後0重g量 挿12図
(内側)

上10前.0 上24前.5 上15前.5 
14.0 

上24前.5 12.5 40.0 100.5 400g 本主稿題

下10前.5 下25前.5 下14前.5 下27前.0 
(内側)

28.5 8.8 32.0 80.0 500g 挿13図
(外側) (背面)

千胸居62.5
7.5 

+7綿7.90.0 挿14図43.0 (外側又は立てた 40.0 1150g 
まま)

9.5 
33後前34 0 0 挿15図(外側又は立てた 65.0 320g 

まま)

裾胸35.5 
9.0 

前4後3.共0 挿16図24.0 (外側又は立てた 82.0 95g 
まま)

裾胸20.0 
フリル襟跡

挿17図27.0 (立てて自然に垂 39.0 92.0 680g 
らす)

ネ胸居29.0 64.0 25.5 13.0 49.0 92.5 1050g 挿18図22.0 (機首図りを外側)

」 一一一」 一一

四

4 

棲
害

上II目

フキ2.539 

挿
図

5
1
c

挿
図
6
i
a



上杉謙信・片倉重長・徳川家康・徳川頼宣・伊達政宗所用陣羽織形状・法量一覧表

任 繕 (裾背割脇アレケ 中入綿 胸 紐 乳胸，紐三用角裂の (袖袖の形 袖a幅 後身b幅
b 

襟キ屑c×ア2 a 

(1) 紙(裏・衣感賞陣平絹羽) 織 有 ナシ 裾背割脇レ 65.5 薄綿入 蔚O.貰8x平4打5.紐。 1¥: 袖ナシ 39.0 14.0 
アヶ51.0

伝

上 (2) は(裏ぐ・紅ま平毛絹陣)羽織 裾肩背38.0 
ナシ ナシ 両脇全開 袷 ナ ン 袖ナシ 33.0 18.0 

宇多 32.5 

謙
(3) 緋(裏雲・文蔚椴貰平子絹陣)羽織

イ言 ナシ ナシ 背割レ46.0 袷 不詳 不詳 広袖 24.0 37.0 1.54 15.0 

所
(4) 白(裏雲・文賞鍛平絹子)陣羽織 裾背脇割ア レ 49 紅55角+八10ツ(フ打サ紐) 用 有 ナシ ケ 50 袷 J晶九、. 袖ナシ 38.5 15.5 

1550年

(5) 紺羽(裏織・・緋蔚羅貰紗椴袖子替)り陣 ナシ ナシ 背割レ 39 袷 欠 (蔵貰乳平絹) 小袖 24.5 38.5 1.57 15.0 

1600年

頃

28貰.四5(丸ツ+打)2 紐( フ (寸)氷
(6) 緋(裏羅・貰紗鍛子陣)羽織 ナシ ナシ 裾脇アケ 28 袷 1¥: 袖ナシ 20.0 

慶禄

サ) 39.0 

(7) 緋(裏羅・浅紗葱鍛陣子羽)織 ナシ ナシ 裾脇アケ 35 袷 ナ ン 袖ナシ (そ平) 11.0 
長

頃

(8) 羽自(裏織平・絹紅雲平竜絹文)描絵陣 赤4サ5角)+八3ツ.5打(紐フナシ ナシ ナ ン 綿入 (紅乳平絹) 広袖 20.5 32.0 1.56 15.0 

伝 (1) 牡鍛(裏丹陣・羽・ナ織蓮シ唐)草文様黄 有 ナシ ナ ン 翠 ナ ン 袖ナシ 右左身身30.5 
片 29.5 13.0 

1600 
倉

重

(裾後jlI÷)年 長 (2) 
縫黒(裏羅い・合紗ナわ・シせ繍)

取陣織羽木織綿
ナシ ナシ ナ ン 車 ナ ン 袖ナシ所

(背肩!11t) 24.0 
用

1640 
前所用f~ (1) 付革は小，陣裏葵羽文無織晒黄麻綬(裾)・に前綿身

ナシ (裾後E3t)
ナシ ナ 〉〆 袷 ナ ン 袖ナシ

(約幅) (背肩E3t)
16.5 

年

頃 (2) 

紅立陣(表地羽)裏蝿
金共入裂語の草無棉理文仕

輔 (裾後55t)

主

民
徳

頼

周

ナシ ナシ ナ ン 無双 ナ ン 袖ナシ 21.0 

l亙 (背肩れt)

長
(3) 麻軍陣羽織 ナシ ナシ ナ ン 単 ナ ン 袖ナシ

(裾後EIt)
23.0 

(背屑!13t)

寛
信
研
達
政

方所

用

e 
言

(1)山黒形文羅様紗地陣羽・裾織緋羅紗 ナシ ナシ 背割レ38.5 翠 双が突け起紐形釦 直接縫付 袖ナシ
(裾後E3t)

15.0 

(背屑費三士)
氷

頃 (2) 
文紫(裏様羅・背陣麟板羽黄織地平五絹色)

水玉
ナシ ナシ ナ ン 袷 釦木がの葉け紐

形 直接縫付 小袖 31.0 
(裾後抗t)

1.06 22.0 

(背屑!日t)

伝表 1

片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

上

挿
図
6

|

b

挿
図
6
|
C

下
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2

挿
図
6

伝
上
杉
謙
信
所
用

は
ぐ
ま
毛
陣
羽
織

(表
1
・
上
杉

2
)

a
l正
面

b
l背
面

c
l実
測
図

5 

五



a 

b 

挿図10 伝上杉謙信所用

緋羅紗陣羽織

(表 1・上杉6)

a一正面， b-背面，
C一実測図

b 

O
N
ヤ
a
l
l
-
-1
1
1
1
1
1
!上

a 

C 

挿図 7 伝上杉謙信所用 緋雲文椴子陣羽織(表 1・上杉 3) 

a-正面， b-背面， c一実測図

挿図 g 伝上杉謙信所用 紺・緋羅紗袖替り陣羽織(表 1・上杉 5) 

a-正面， b-背面， c-実測図

b 
r--15-< 

a 

a 

美

術

研

究

四

号

~ /、

C 

6 
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111上

J 1 
aフキ 1.5
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片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

上
ト 19.5-' 

伝上杉謙信所用 白雲文鍛子陣羽織(表 1・上杉 4) 

a一正面， b-背面， c一実測図

挿図 8

C 

b 

a 

わ

な
わ
な

HH  

I
sl
l
守
伺

I
l
l
-i

o 
'園周.

伝上杉謙信所用 緋羅紗陣羽織(表 1・上杉 7) 

a一正面， b-背面， c一実測図

挿図11

b 

トー-20--i

7 

七



美

術

研

勿h

7L 

四

号

a 
，_ 15..， 

32 →- 31.5 ト

b 

伝上杉謙信所用

白平絹雲竜文描絵陣羽織

(表 1・上杉8) 
a-正面， b-背面，
C一実測図

挿図12

←一一27一 寸伊一一27-ーベ

フキ
I 0.5-0.8 
.t， / 

ト一一 32一一 一一 32一 一

挿
図
日

挿
図
日

a 

伝
片
倉
重
長
所
用

黒
羅
紗
・
繍
取
織
木
綿
縫
合
わ
せ
陣
羽
織

(表
1
・
片
倉

2
)
a
l正
面
、

b
l背
面

伝
徳
川
頼
宣
所
用

金
入
嬬
珍
桃
文
様
陣
羽
織
(
表

1
・
徳
川
2
)

挿
図
刊

伝
徳
川
家
康
所
用

革
陣
羽
織
(
表

1
・
徳
川

1
)

正
面

正
面

八

8 

b 



a 

挿
図
げ

伊
達
政
宗
所
用
黒
羅
紗
地
・
裾
緋
羅
紗
山
形
文
様
陣
羽
織
(
表

1
・
伊
達

1
)

a
l正
面
、

b
l背
面
、

c
|
I
・
e
-
2

実
測
図
の
正
面
、
背
面

「
註
記
」
挿
図
口

-mは
故
中
村
恭
子
氏
が
生
前
発
表
さ
れ
た
も
の
か
ら
の
転
載
で
、
こ
の

二
領
に
つ
い
て
の
調
査
報
告
論
文
は
、
「
聖
和
」
六
・
七

・
八
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

----¥ 

l 15C 1， 4.5(; 

r 10.5C 
<i ~C 
ρ7  (・

モー111112.4<:

c-l 

前

f量

(1 9 C  b i圭と全じ

c 7C 

d 7C 

モール l11J

モール半巾

片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

上

b 

伝徳川頼宣所用

金入嬬珍桃文様陣羽織

(表 1・徳川 3) 正面

挿図16

c-2 

伝伊達政宗所用 紫羅背板地

五色水玉文様陣羽織

(表 1・伊達 2) 

挿図18

9 

九



美

術

研

""" JL 

四

号

挿
図
1
の
実
測
図
に
見
ら
れ
る
法
量
の
よ
う
に
左
右
、
上
下
の
す
法
は
、
相
称
で
あ
る
筈
の
個

一
セ
ン
チ
前
後
は
異
る
場
合
が
殆
ど
で
、
室
町
か
ら
桃
山
、
江
戸
前
期
頃
ま
で
の
大
ら
か

ひ
と
え

な
仕
立
て
が
う
か
ゾ
わ
れ
る
。
仕
立
て
ら
れ
た
こ
の
陣
羽
織
は
単
衣
仕
立
で
あ
る
た
め
、
ど
の
縫

所
も

目
が
耳
で
、

ど
の
縫
目
が
裁
ち
目
で
あ
る
か
一
目
瞭
然
、
実
物
に
当
つ
て
の
形
状
・
法
量
・
仕
立

て
方
の
調
査
は
容
易
で
あ
っ
た
。

裂
地
の
調
査
も
裏
裂
が
な
い
単
衣
仕
立
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
好
候
件
は
な
い
。
そ
う
い

っ
た
意
味
で
こ
の
陣
羽
織
は
、
当
初
の
裂
地
・
文
様
を
知
る
上
で
最
高
の
資
料
で
あ
っ
た
。

原
色
図
版
I
・
H
の
解
説
を
兼
ね
て

唯

こ
の
色
遣
い
が
し
て
あ
る
社
丹
の
花
の
段
部
分
(
そ
の
花
の
上
半
が
薄
浅
葱
、
下
半
が
嬢

色
、
但
し
、
背
面
右
裾
の
そ
の
社
丹
花
は
、
右
身
頃
の
文
様
の
向
は
前
身
頃
が
上
向
で
あ
る
か
ら
、
肩
に

縫
目
の
な
い
前
身
頃
か
ら
後
身
頃
に
一
続
き
の
裂
地
で
あ
る
場
合
当
然
の
こ
と
と
し
て
背
面
は
文
様
が

逆
向
と
な
る
。
)
を
示
し
た
。
裂
の
耳
が
何
処
に
あ
る
か
、

ほ
つ
れ
な
い
よ
う
に
按
排
さ
れ
た
裁
ち

目
は
何
処
に
あ
る
の
か
(
裏
裂
の
つ
け
ら
れ
る
袷
仕
立
や
綿
入
れ
仕
立
て
に
は
、
裁
ち
目
の
考
慮
は
殆

ど
不
要
で
あ
る
。
)
、
そ
れ
ら
の
説
明
は
「
註
4
」
で
行
う
。

図
版
I
に
見
ら
れ
る
原
色
写
真
は
、
上
前
妊
の
「
上
半
薄
浅
葱
・
下
半
繰
色
の
上
向
牡
丹
花
」

が
、
中
央
や
、
上
部
に
入
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
挿
図
1
の
文
様
配
列
図
で
示
し
て
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
裂
地
の
ほ
ぼ
中
ほ
ど
に
あ
る
。
こ
の
裂
地
の
中
で
唯
一
特
異
な
色
の
組
合
わ
せ
の
牡
丹

花
が
あ
る
と
こ
ろ
、

そ
の
裂
幅
内
の
別
の
部
分
(
右
側
)
は
、
図
版
H
の、

こ
の
陣
羽
織
の
背
面
、

右
下
に
、
文
様
の
向
は
逆
向
き
で
納
っ
て
い
る
(
挿
図
1
の
a
印
照
合
)
。
こ
の
部
分
の
裏
面
は
図

版

V
b

に
示
し
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
挿
図
3

片
倉
家
伝
来
黄
鍛
陣
羽
織
文
様
配
置
図
」
と
合
わ
せ
御
覧
願
い
た
い
。
裁
断
前
の
黄

鍛
裂
が
、

ど
の
よ
う
に
裁
断
さ
れ
、
仕
立
て
ら
れ
た
か
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

文
様
の
向
は
、
「
挿
図
2

想
定
裁
断
図
」
と
「
挿
図

4
文
様
配
列
図
」
で
は
、
「
上
↑
文
様
」

で
示
し
た
。

。

室
町
時
代
か
ら
桃
山
時
代
の
初
頭
に
か
け
て
の
陣
羽
織
に
は
、
上
杉
謙
信
所
用
の
陣
羽
織
八
領

10 

を
通
し
て
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
直
線
裁
断
の
裁
ち
方
と
縫
製
が
、
あ
く
ま
で
も

そ
れ
ら
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
ゾ
え
る
。
例
え
ば
、
舶
来
裂
の
羅
紗
や
鍛
子
を
使
っ

て
の
陣
羽
織
仕
立
に
は
、
そ
の
襟
や
、
裾
の
角
に
な
る
部
分
に
控
え
目
に
丸
み
を
つ
け
た
り
す
る

程
度
で
あ
っ
た
(
挿
図
6
、

日
、
口
、
)
。
そ
れ
が
、
時
代
を
経
る
に
従
い
、
南
蛮
船
渡
来
に
よ

9 

る
影
響
も
大
と
な
り
、
南
蛮
扉
風
に
屡
t
見
ら
れ
る
風
俗
そ
の
ま
¥
陣
羽
織
の
形
状
に
も
そ
の

影
響
が
派
手
や
か
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で

に
直
接
詳
し
く
調
査
し
た
陣
羽
織
の
類
の
一
覧
表
に
、
更
に
加
え
た
陣
羽
織
の
そ
の
形
状
等
、
挿

図
写
真
と
合
わ
せ
て
御
覧
い
た
ゾ
き
た
い
。
先
年
、
筆
者
が
紀
州
東
照
宮
で
、
徳
川
頼
宣
所
用
鎧

橿
の
中
か
ら
発
見
し
た
襲
襟
三
枚
な
ど
は
、
そ
の
う
ち
一
枚
は
舶
来
品
、
他
の
二
枚
は
我
が
国
に

於
て
の
仕
立
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
襲
襟
は
三
枚
が
一
ケ
所
か
ら
同
時
に
出
た
の
で
、
発
見
者
の
筆

者
は
息
も
止
ま
ら
ぬ
ば
か
り
の
驚
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
世
界
中
で
わ
ず
か
の
二
枚
、
当
時

の
も
の
が
残
る
の
み
(
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
パ

l
ト
博
物
館
〔
〈

w
gユ
ω
g仏

〉

-ZHA
冨
5
0
Eロ
〕
と
、

ス
イ
ス
の
パ

l
ゼ
ル
博
物
館
〔
回
虫
色
沼

5
2
5〕
に
各
一
枚
)
で
あ
っ
た

の
だ
か
ら
。

更
に
、
そ
の
三
枚
の
新
発
見
の
襲
襟
の
う
ち
、
わ
が
国
仕
立
て
の
襲
襟
二
枚
(
挿
図
凹
の
襲
襟
二

枚
)
中
の
一
枚
「
白
地
雲
文
鍛
子
襲
襟
」
に
は
、
共
裂
仕
立
て
の
、
合
わ
せ
る
襟
首
囲
り
寸
法
も

見
事
に
合
致
す
る
組
物
鎧
下
着
(
挿
図
日
の
鎧
下
着
)
が
共
に
侍
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
こ
う

な
る
と
、
ま
こ
と
奇
跡
の
感
さ
え
あ
る
。
昭
和
四
九
年
(
一
九
七
四
年
)
十
月
の
現
地
調
査
で
の
発

見
で
あ
る
。

こ
れ
ら
、

わ
が
国
に
残
る
舶
載
裂
仕
立
て
の
陣
羽
織
、
鎧
下
着
類
、
襲
襟
(
英
語
で
ラ
フ

2
2町

内
=

フ
ラ
ン
ス
語
で
フ
レ
ー
ズ

4
3ぽ
0.w
と
い
わ
れ
、
上
衣
の
別
襟
と
い
う
小
さ
く
て
軽
い
物
品
で
あ
る
こ
と

と
消
耗
の
著
し
い
、
そ
れ
も
身
頃
か
ら
離
れ
た
別
襟
で
あ
る
こ
と
か
ら
後
世
に
残
る
こ
と
が
先
ず
あ
り
得

な
い
代
物
な
の
で
あ
る
)
三
枚
等
、
ま
こ
と
に
稀
有
な
新
資
料
発
見
で
あ
っ
た
。



陣
羽
織
の
表
に
示
し
た
順
は
、
厳
密
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
点
は
あ
る
が
、
形
状
や
縫
製
、
地

質
、
文
様
等
の
諸
観
点
か
ら
一
応
、
古
様
が
多
く
認
め
ら
れ
る
も
の
か
ら
の
順
に
し
た
の
で
了
承

願
い
た
い
。
こ
の
表
を
通
覧
す
る
と
、
時
代
が
下
る
ほ
ど
に
直
線
裁
ち
に
近
い
形
が
少
く
な
り
、

曲
線
裁
断
が
目
に
と
ま
る
傾
向
を
感
じ
き
せ
る
の
だ
が
、
直
線
裁
ち
も
結
構
見
ら
れ
る
の
で
一
概

に
云
々
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
紀
州
東
照
宮
所
蔵
の
家
康
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
革
陣
羽
織
(
挿

図
M
)
や
、
同
じ
く
紀
州
東
照
宮
所
蔵
の
頼
宣
所
用
の
紅
地
金
入
嬬
珍
陣
羽
織
(
挿
図
日
)
、
麻
単

陣
羽
織
(
挿
図
凶
)
等
、
更
に
伊
達
政
宗
所
用
の
山
形
文
様
羅
紗
陣
羽
織
(
挿
図
口
)
、
紫
羅
背
板

地
五
色
水
玉
文
様
陣
羽
織
(
挿
図
日
)
等
、
確
か
に
曲
線
裁
断
の
陣
羽
織
が
多
い
傾
向
で
あ
る
が
、

こ
の
表
の
作
成
に
当
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
断
法
、
形
態
、
計
測
数
値
、
裂
地
の
材
質
・
地
質
・

文
様
等
の
資
料
調
査
の
結
果
か
ら
の
結
論
に
よ
っ
た
の
で
、
そ
の
結
論
が
要
す
る
に
伝
来
の
正
確

性
と
結
び
つ
い
た
と
い
う
ま
で
に
は
か
な
ら
な
い
。

裂
地
・
文
様

挿
囲
内

徳
川
頼
宣
少
年
時
所
用

嬰
襟
二
枚
と
鎧
下
着
、
白
地
雲
文
鍛
子
の
襲
襟

と
同
文
様
の
鎧
下
着
は
組
に
な
っ
て
い
る
。

紀
州
東
照
宮
蔵

お
う
ど
ん

黄
椴
は
地
組
織
の

ぬ
き
い
と

緯
糸
に
木
綿
糸
を
用

い
た
中
国
か
ら
の
渡

り
も
の
の
錦
で
、
わ
が

国
に
も
十
四
世
紀
に

は
輸
入
さ
れ
て
珍
重

さ
れ
、
大
切
に
取
扱
わ

れ
て
い
た
。
地
組
織
の

経
糸
は
絹
、
そ
れ
も
撚

が
殆
ど
な
い
細
い
絹

糸
で

絵
緯
(
文
様
を

片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

上

ひ
ら
き
ん
し

織
り
出
す
役
目
の
緯
糸
)
に
は
絹
糸
が
用
い
ら
れ
、
平
金
糸
(
紙
に
金
箔
を
貼
っ
て
、
そ
れ
を
細
く
裁

断
し
、
糸
状
に
し
た
も
の
が
金
の
平
箔
糸
、
銀
箔
を
同
様
に
し
た
も
の
が
銀
の
平
箔
糸
で
、
金
箔
を
使
つ

ひ

ら

-

ん

し

ひ

ら

ぎ

ん

し

た
も
の
を
平
金
糸
、
銀
箔
を
使
っ
た
も
の
を
平
銀
糸
と
い
う
。
)
や
平
銀
糸
も
効
果
的

ι使
わ
れ
て
い

た。
わ
が
国
所
在
の
黄
鍛
遺
品
資
料
で
、
筆
者
が
知
見
の
も
の
に
つ
い
て
は
こ
の
稿
で
一
覧
表
に
ま

も
ん
た
け

く
わ

と
め
て
掲
載
し
た
。
各
資
料
の
所
在
・
所
蔵
、
概
要
、
文
丈
(
織
文
様
の
経
の
一
か
え
り
長
き
)
・
案

い
と
こ
み

間
幅
(
織
文
様
の
横
の
一
か
え
り
幅
)
・
糸
込
(
経
糸
、
緯
糸
そ
れ
ぞ
れ
の
一
セ
ン
チ
聞
の
密
度
|
糸
数

き
れ
は
ぱ

|
)
、
裂
幅
・
重
量
・
発
表
者
及
び
発
表
誌
名
等
を
記
し
、
写
真
、
実
測
図
が
手
も
と
に
あ
る
も
の

は
合
わ
せ
て
掲
載
し
た
の
で
、
本
稿
の
御
検
討
に
当
っ
て
も
、
是
非
御
活
用
下
さ
る
よ
う
願
う
次

第
で
あ
る
。

き
て
、
片
倉
家
伝
来
の
黄
椴
陣
羽
織
は
、
裏
裂
の
な
い
単
衣
仕
立
で
あ
る
た
め
、
黄
鍛
特
有
の

裂
地
の
性
格
で
あ
る
緯
糸
が
太
い
木
綿
糸
で
二
本
引
揃
え
、
経
糸
は
撚
の
な
い
細
い
絹
糸
で
あ
る

か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
ご
く
初
歩
的
な
物
理
的
考
察
か
ら
し
て
も
、
そ
の
経
糸
に
か
か
る
負
措
は
過

重
で
あ
る
。
せ
め
て
裏
裂
の
つ
い
た
仕
立
で
あ
れ
ば
、
そ
の
経
糸
の
負
措
は
分
散
で
き
る
も
の
を
、

こ
の
陣
羽
織
の
場
合
は
、
重
力
や
摩
擦
を
、
そ
の
弱
い
経
糸
が
も
ろ
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
摩
擦
の
過
大
な
襟
部
分
の
甚
し
い
損
傷
は
当
然
の
こ
と
、
肩
の
損
傷
も
致
し
方
な
い
と

想
わ
れ
る
。
そ
の
他
に
は
損
傷
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
し
、
色
も
槌
色
が
極
く
少
い
ー
そ
の
絹

註

3

の
経
糸
は
紅
染
で
、
裏
面
に
は
そ
の
紅
染
経
糸
の
槌
色
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
ー
の
で
あ
る
。
木

綿
の
緯
糸
も
紅
染
で
、
裂
地
の
裏
面
で
見
る
そ
の
緯
糸
に
も
紅
の
色
が
留
っ
て
お
り
、
更
に
そ
の

太
い
木
綿
紅
染
糸
に
針
の
先
を
刺
し
て
糸
の
内
部
を
覗
く
と
、
ま
こ
と
に
鮮
や
か
な
紅
色
が
観
察

註

3

紅
染
研
究
者
の
鈴
木
孝
男
氏
に
御
意
見
を
伺
っ
た
。

さ
れ
た
。
紅
染
に
関
し
て
は
今
回
も
、

黄
鍛
の
遺
品
資
料
に
関
し
て

一
覧
表
(
表
2
)
を
見
て
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

十
四

五

世
紀
頃
か
ら
の
渡
り
も
の
と
し
て
、
相
当
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
熊
野

11 
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一
二

1
一
四

研

究

号

四

昭和62年11月まとめ)

資料名称 及ぴ 所在所蔵、年代 概 要 文丈、業関幡、糸込 (1cm間密度) 裂幅、重量 発表者名 発表誌等 挿図

(→ 熊野速玉大社古神宝類(国宝)に含まれる (a)経に赤茶絹糸、織に茶木綿糸を用い、賞.i斐葱・頑賞の絹絵織で模様を織り出した賞鍛。明徳年間の調進とされる。 (a)河上繁樹 ミュージアム426号 挿図21
朽葉色人物花唐草文様貧般会 14C-15C (b)濃い茶地に浅葱・賞・淡緑など落着いた色調で蓮唐草文と立女図を織り出す。地織は木綿、五枚縫子組織。 (b)小笠原小枝 日本の美術264号

ω 東博蔵 (重文)千鳥蒔絵手箱内貼裂 糸遣が通例とやや異なる五枚織子組織で、線四越を越さずに三越に止めている一種の重ね五枚嬬子となっている。地緯は赤の絹と薄茶の二本合わせになっている。絵線 糸込は、 1寸関に経300本 (lcm間に100本強)、緯35越 (lcm聞に12越前後)位。

丹地牡丹庸主事鳳風文賞鍛 14C-15C は赤・貧・薄緑・納戸の四色と銀箔で、箔を主体に絵縛ニ挺が切替となって、何れも全越に織入れられ、二分のー経の地揚で五枚綾に抑えられている (北村。佐々木信三 北村哲郎 ミュージアム132号 捧図22

郎氏も共に調査)。 小笠原小枝 中央公論社 「日本の染織

経糸に撚のない生糸、練糸には地糸に太い紅色の木綿と、絵絡にやはり太い撚のない賞、勝賞、深紅、緑色の絹と、平銀糸を用い、経五枚緒子地に牡丹唐草と鳳風の文 四巻舶載裂」

様が織られている(小笠原)。

その内張には赤地の牡丹唐草に尾長鳥文の錦が押されてある。鎌倉から室町時代にかけてこうした牡丹唐草文の錦や金欄の裂地が服飾や調度品にも用いられたが、これ 日野西資孝 ミュージアム131号

は鎌倉末か少くとも室町初期を下らぬもので、旧高野山天野社蔵の舞楽装束裂のあるものと通じて古様である (日野西)。

国徳川美術館蔵 (重文)長生殿蒔絵手箱内貼裂 地縁は赤色の絹と、薄茶木綿の二本合わせで太〈、経糸は赤色で細〈、絵鋒は賞、納戸を常二挺とし、それに茶、緑、白が飛特で加えられている。花弁の部分は二分の 糸込は、 l寸聞に経300本 (1cm聞に100本強)、鎌田越-60越 (1cm問に18越-20越)位。 北村哲郎 ミュージアム132号 挿図23
唐花二重菱雷文繋賞鍛 15C-16C 一経の地婦となっているが、他は浮文となっている(北村。佐々木信三郎氏も共に調査)。

回大和文掌館蔵刺繍五嘗文殊イ象の表具中廻し裂 (三)の貧鍛と殆ど同じ組織、文様の類裂。(三)の内貼裂では唐花が六弁花であるのがこの中廻し裂は八弁花、蔓も大小の差以外はほぼ同じ。文丈・案問帽に相違あり。 北村哲郎 ミュージアム132号 挿図23に近似

唐花二重菱雷文繁賞鍛 〔同の類裂〕 15C-16C (北村。佐々木信三郎氏も共に調査)。

同根津美術館蔵 (重文)秋野蒔絵手箱内貼裂 経は赤の絹で、地縁は薄茶の木綿とみられる。絵縁は緑、貧、納戸、銀箔で、箔はかなり太〈、半越に織入れられ、地摘で抑えられている。花は賞と納戸の交替となっ 糸込は、 1寸問に経350本 (lcm問に120本弱)、縛22越 (1cm聞に7越強)位。 北村哲郎 ミュージアム132号 挿図24

赤地牡丹唐草竪縞文賞鍛 16C ているが、納戸の部分は糸がほとんど抜けおちた状態。この賞鍛は、前の二つく筆者註この表の(ニ) (三一四も含むー)>にくらべると、糸遣いや箔の状況も、従来 神谷祭子 本稿の註5

みかけるものに最も近く感じられる。

的茶地花竪純文様賞鍛 天野社伝来の舞楽装束に用いられている賞鍛で、経に緋色、絵緯に浅葱や賞の彩糸と銀糸を、地織には二本引揃えの木綿糸が織り入れられている。 小笠原小枝 日本の美術264 挿図25

東博蔵 高野山天野社伝来舞楽装束綱椅 16C 

(1)伝上杉謙信所用 (重文)黒綿子勝賞金入賞鍛袈裟 上杉家伝来。講談社本写真図版No.129、裏裂っき、堅17.5cm、横40.5cmの五条袈裟。蔵賞の賞鍛ひどく傷む。回相には目の詰ま った奇麗な黒織子。この貧鍛は経糸 糸込は、 1cm聞に、経60本前後、鈴15越前後、金糸は7-8本入る。 25g 神谷築子 講談社「上杉家伝来衣裳」 帰国26
(2) 同 上 裏裂 16C が切れて、錦の木綿糸と金糸が筋になっている。経糸は茶色の絹糸(鉄媒染のため経糸は朽損)、縁糸は蔚賞の木綿糸でS撚。

(2)裏裂。赤銀入賞鍛で文様は不祥。経糸は赤の絹糸、総糸は茶色の木綿糸でS撚。組織は、地は経の五枚様子で文は平銀糸、地揚み。 糸込は、 1cm聞に、経60本前後、絡は20越前後。 裂幅57cm前後 同 上 同 上

(3) 向 上 (重文)濃茶平絹頑賞銀入賞鍛袈裟 16C 上杉家伝来 講談社本写真図版No.130、裏裂(金茶色平絹)っき、堅16.0cm、横52.0cmの五条袈裟。回相は上質の濃茶平絹。勝賞金入賞鍛が回相以外の四辺、条、 糸込は、 1cm間に、経は60本前後、織は15越前後で、銀糸は7本入る。 35g 同 上 同 上 挿図27

紐等に用いてある。傷みは少ないが文様は不詳。経i立劇賞の絹糸、鎗は足首賞の木綿糸、組織は経の五枚嬬子で、文は平銀糸、地揚み。

(4) 向 上 (重文)赤蓮社丹唐草文銀入賞鍛裂 上杉家伝来溝談社本写真図版No.247用途不詳堅166cm、横184cm 貧鍛を三幅使用 ③文丈は14cm前後、業関幅は10.5cm前後。 中央の裂@の幡56cm弱 同 上 同 上 挿図28、29

(中央の裂) 16C |中央の裂|@赤蓮牡丹唐草文銀入賞鍛裂 両側の裂@の幅57cm弱

(5) 向上(重文)同 上 (両脇の裂) 16C |両脇の裂!@赤銀入賞椴で、講談社本図版NO.129の袈裟の裏裂く本表 (2)>と酷似している。ただこの両脇の裂の方が多少密度が粗い。 370g 

(6) 太閤より拝領牡丹 ・蓮唐草文様賞鍛陣羽織 16C 片倉家伝来裏ぎれのない草仕立 文様構成上の主格は形も色遣いも牡丹、蓮華の段は副文。経糸は紅染の細い絹糸。地 文丈 28.5cm-32.5cm 400g 神谷祭子 本誌、美術研究341号 図版 I-V

後身丈 100.5cm、後身幅 (右身身 30.5cm 織は紅染の木綿糸二本引揃え、絵錦は平銀糸(平金糸も少々あり)と、絹の絵締で、 案問幅 9.5cm弱 裂幅56cm前後 挿図1-4、20
左 29.5cm それは緩と揚色(牡丹の葉)が多〈、黄金色に見える黄色、覇軍紅、滋紅、薄緑の順に 牡丹花長径 (ヨコ)8.5cm、短径 (タテ)6.0cm 用布の綿丈約420cm

襟肩アキX2 13cm、前身幅(上前 24.5cm 少くなっている。蓮華文の段は蓮華は濃紅・薄紅・黄金色が使われているが、業や蔓 蓮華ヨコ 7.5cm、タテ 7.5-8.0cm
下前 27.0cm は平銀糸の輪郭線だけで表出されている。平銀糸の幅は0.8ミリ前後。縫糸は紅染Z撚 地は経の五枚綿子、糸込は、 lcm聞に、経60本前後、緯は9越から10越。

任下り 右 10.5cm、左 10cm、任幅上前 15'5cm (強撚)絹糸。
下前 14'5cm 

襟袖幅 12.5cm (襟は内側に折る) 合棲幅 14.0cm 
アキ 40.0cm 

(7) (重文)紅地濁江文賞鍛狩衣 16C 山形県 後身.丈130cm、後身幅43.5cm、前身幅26.5αn(のぼり幡5.5cmを含む)。袖丈62cm、袖幅55cm(裂幅一幅を使用、端袖+奥袖) 裂幅56cm 河上繁樹 ミュージアム426号 挿図30
黒川能上庫 銀糸を交えた多彩な色糸で織り出されている。地組織は五枚縫子によらず、近世には、まず見かけない四枚信子であることが注目される。またこの狩衣の 小笠原小枝 日本の美術264(至文堂)

裏地は永禄九年銘のある辻ヶ花染小袖と同種の辻ヶ花染屑裾が用いられていた。

(8) (質文)薄茶地獣花文責鍛狩衣 16C 岐阜県関市 後身丈142αn、前身丈136cm(後身、前身とも着装時の肩山からの計測は139cm)、桁79cm、身幅は、後身幅38cm、前身幅32cm(前身幅18.5+ 文丈は13cm-15cm、案問幅は15cm、地は経の五枚嬬子。糸込は1cm聞に、経60本前後、 推測裂嘱56cm前後、 神谷築子 本誌美術研究341号 図版VI vn 
春日神社伝来 のぼり幅<妊幅>13.5cm)、袖丈65cm、袖幅60cm(端袖18.5cm+奥袖41.5cm)、襟幅 (襟高き)2.2cm、襟肩アキX2 17cm、文様は銀箔糸 線13越前後。経糸は黄土色 (紅の槌色)。緯は薄紅の太い木綿糸。 560g強 挿図31

(0.5ミリ弱幅)、 lcm間に11本前後入る。赤味がかった背(紺)の濃淡①，②、緑(うす緑、緑、濃緑)信活X号、貧(賞金色風)⑥、白(薄紅)⑦、地が茶

(元は紅)⑧の八色。風情がある貧鍛である。文様構成の糸は銀箔紙が入るので九色。

(9) (重文)紅地牡丹唐草文賞鍛狩衣 16C 岐阜県根尾村 袷仕立、裏裂は紺地節絹、後身丈134cm、後身幅39cm、前身幅25.3cm (のほり幅7.7cmを含む)、袖丈61.4cm、袖幡55.4αn(端袖43cm+奥袖 文丈は15cm前後、 it関幅はllcm前後、牡丹の花の経径4.5cm前後、横径3.5cm前後の 河上繁樹 ミュージアム426号

春日神社伝来 12.4cm)、様幅2.8cm-4cm、様回69cm 縦長の花、経に細い紅絹糸、鋒に紅木綿糸を用いた経五枚嬬子組織 (密度は、lcm聞に

経70本前後、織は18-20越)で平銀糸を半越、地絡みに入れて文様表出。

。0) 薄茶地蓮唐草文責鍛狩衣 16C 奈良県 裂幅56cm 河上繁樹 ミュージアム426号

天川神社伝来 袖丈68cm、袖幅槌cm(端袖+奥袖)、後身丈129cm、後身幅41.3cm
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片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

挿図21

(一)熊野速玉大社

古神宝類(国宝)

に含まれる、

朽葉色人物花

唐草文様黄鍛

14c-15c 

日唐花二重菱雷文繋黄鍛

(重文長生殿蒔絵手箱内貼裂)

挿図23上

挿図22

口(重文)千鳥

蒔絵手箱内貼裂

丹地牡丹唐草鳳

鳳文責鍛裂

a-ー
b、

挿
図
日

挿図24 同(重文)秋野蒔絵手箱内貼裂

赤地牡丹唐草竪縞文様黄鍛註 5

高
野
山
天
野
社
伝
来
の
舞
楽
装
束
補
桔
に

使
用
の
茶
地
竪
縞
黄
鍛

15 
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(3)重文伝上杉謙信所用

j農茶平絹蔚黄銀入賞鍛袈裟

挿図27
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(1)重文伝上杉謙信所用黒嬬子蔚黄金入賞鍛袈裟

挿図28の全体実測図

~ノ
-4 

~;草l入賞m

挿図29
5燃紐切れはし

赤蓮牡丹唐草文銀入賞絞

1t-1.2 {三つ折縫代)

挿図26

赤
蓮
牡
丹
唐
草
文
銀
入
賞
鍛
裂
の
全
図

挿
図
河
川
間
重
文

赤
地
蓮
牡
丹
唐
草
文
銀
入
賞
鍛
裂
部
分

赤銀入賞鍛

一
六

上座

速
玉
大
社
の
国
宝
で
あ
る
古
神
宝
類
に

16 

含
ま
れ
て
い
る
「
朽
葉
色
人
物
花
唐
草

黒川能

文
様
黄
鍛
会
」
(
表
2
の
付
、
写
真
は
挿
図

幻
)
は
、
明
徳
年
間

(
m
m
l
m
)
の
調
進

で
、
一
四
世
紀
末
の
も
の
、
緯
糸
に
濃
い

山形

紅地萄江文黄鍛狩衣

茶
色
の
太
い
木
綿
糸
を
用
い
、
経
糸
は

赤
茶
色
絹
糸
、
絵
緯
(
文
様
を
構
成
す
る

緯
糸
)
に
黄
、
浅
葱
、
蔚
黄
の
絹
糸
で
蓮

唐
草
と
立
女
を
織
り
出
し
た
も
の
。

重文

東
京
国
立
博
物
館
の
(
重
文
)
千
鳥
蒔

挿図30

絵
手
箱
の
内
貼
裂
「
丹
地
牡
丹
唐
草
鳳

風
文
責
鍛
」
(
表
2
の
口
、
写
真
は
挿
図

幻
)
は
、
故
佐
々
木
信
三
郎
氏
と
北
村
哲

春日神社

郎
氏
が

か
つ
て
詳
し
く
調
査
さ
れ
た

十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
始
め
の
も

関

σ〉。

薄茶地獣花文責鍛狩衣

岐阜

徳
川
美
術
館
の
(
重
文
)
長
生
殿
蒔
絵

手
箱
の
内
貼
裂
の
「
唐
花
二
重
菱
雷
文

繋
黄
鍛
」
(
表
2
の
日
、
写
真
は
挿
図
幻

大
和
文
華
館
の
「
刺
繍
五
誓
文
殊
像
の

表
具
中
廻
し
裂
」
の
「
唐
花
二
重
菱
雷
文

重文

繋
黄
鍛
」
(
表
の
2
の
側
)
、
徳
川
美
術
館

挿図31

の
と
、
大
和
文
華
館
の
こ
の
こ
種
は
似

通
っ
た
黄
鍛
で
、

双
方
と
も
十
五
世
紀



末
か
ら
十
六
世
紀
始
め
ご
ろ
の
作
品
。

根
津
美
術
館
の
(
重
文
)
秋
野
蒔
絵
手
箱
の
内
貼
裂
「
赤
地
牡
丹
唐
草
竪
縞
文
黄
鍛
」
は
十
六

世
紀
の
黄
鍛
裂
で
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
調
査
で
屡
t
経
験
し
た
十
六
世
紀
の
銀
欄
等
に
見
る
意
匠

で
あ
る
。

一
覧
表
の
そ
の
項
と
挿
図
M
と
註
5
を
照
合
さ
れ
た
い
。

黄
鍛
の
一
覧
表
で
、
そ
の
番
号
に
算
用
数
字
を
附
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
前
述
、
漢
数
字
を
附
し

た
グ
ル
ー
プ
よ
り
時
代
的
に
幾
分
新
し
く
、
十
六
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
中
国
で

出
来
た
金
欄
、
銀
欄
、
鍛
子
、
錦
、
刻
糸
、
刺
繍
等
が
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
、
そ
れ
も
中
世
の
頃

と
は
格
段
の
差
の
量
と
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
中
国
か
ら
の
染
織
品
が
、
か
な
り
の
量
輸
入
さ
れ

て
い
る
状
況
は
、
今
に
侍
え
ら
れ
て
い
る
遺
品
資
料
の
上
か
ら
も
想
像
は
つ
く
。
そ
れ
ら
の
中
で

黄
鍛
は
、
遺
品
資
料
は
少
い
が
、
そ
の
理
由
は
、
緯
糸
が
木
綿
の
太
い
糸
で
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
経

糸
は
ま
た
、
何
と
も
理
の
合
わ
ぬ
撚
の
か
、
ら
ぬ
細
い
絹
糸
で
あ
る
た
め
、
衣
料
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
は
、
通
常
の
役
に
は
立
た
ぬ
こ
と
必
僚
で
あ
る
。
美
麗
な
絹
の
絵
緯
で
文
様
を
織
り
現
わ

し
で
も
、
飾
り
も
の
な
ら
と
も
か
く
、
裂
自
体
に
摩
擦
や
引
力
が
相
当
加
わ
る
着
る
も
の
と
し
て

は
寿
命
は
ご
く
ご
く
短
い
筈
で
あ
る
。

こ
う
し
た
黄
鍛
の
性
格
を
知
っ
た
上
で
、
今
、
片
倉
家
に
伝
わ
っ
た
黄
鍛
の
陣
羽
織
を
見
る
と
、

裏
も
な
し
で
、
よ
く
も
四
百
年
近
く
無
事
で
侍
え
ら
れ
た
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
片
倉
家
伝
来
の
こ
の
黄
鍛
陣
羽
織
と
殆
ど
時
代
を
同
じ
く
す
る
、
即
ち
十
六
世
紀

に
中
国
で
生
産
、
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
黄
鍛
を

一
覧
表
の
順
を
追
っ
て
、
解

説
、
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

ω伝
上
杉
謙
信
所
用
の
(
重
文
)
「
黒
嬬
子
鵡
黄
金
入
賞
鍛
袈
裟
」
(
挿
図
お
)
、

ω同
裏
裂
の
「
赤

銀
入
賞
鍛
」
、

ω同
じ
く
上
杉
謙
信
所
用
(
重
文
)
「
濃
茶
平
絹
蔚
黄
銀
入
黄
鍛
袈
裟
」
(
挿
図
幻
)
、

ω同
じ
く
上
杉
謙
信
所
用
(
重
文
)
「
赤
蓮
牡
丹
唐
草
文
銀
入
賞
鍛
裂
|
中
央
の
裂
|
」
と
、

ω同

じ
く
|
両
脇
の
裂
ー
と
、
こ
の
大
き
な
風
呂
敷
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
て
、
更
に
、
乳
の
よ
う
な

紐
が
つ
け
て
あ
る
貫
鍛
三
幅
縫
い
合
わ
せ
の
も
の
(
挿
図
却
)
。

片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

上

こ
の

ωか
ら

ωま
で
の
上
杉
謙
信
所
用
と
侍
え
ら
れ
る
袈
裟
や
三
幅
縫
い
合
わ
せ
の
黄
鍛
は
、

文
様
が
金
欄
・
銀
欄
の
よ
う
に
、
平
金
糸
や
平
銀
糸
で
表
わ
さ
れ
て
い
て
、
絹
の
色
糸
で
文
様
を

表
現
す
る
錦
や
鍛
子
の
系
統
の
文
様
表
現
で
は
な
い
。
金
欄
・
銀
欄
系
の
黄
鍛
と
称
す
べ
き
も
の

で
あ
ろ
、
7
。

上
杉
家
に
は
謙
信
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
小
形
の
袈
裟
が
八
領
あ
り
、
金
欄
、
銀
欄
、
黄
鍛
、
鍛

子
、
嬬
子
が
、
田
相
部
や
そ
の
他
に
適
宜
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
は
、
黄
鍛
は
文

様
も
そ
れ
ら
の
金
欄
、
銀
欄
と
同
系
で
、
地
緯
が
太
い
木
綿
糸
で
あ
る
こ
と
を
確
認
じ
な
い
限
り
、

註
6

金
欄
か
銀
欄
と
見
紛
う
。

例
(
重
文
)
「
紅
地
濁
江
文
黄
鍛
狩
衣
」
(
挿
図
却
)
は
、

山
形
県
の
黒
川
能
上
座
に
伝
え
ら
れ
た

能
装
束
で
、
こ
の
狩
衣
の
裏
裂
に
は
、
永
禄
九
年
銘
の
あ
る
辻
ケ
花
染
小
袖
と
同
種
の
辻
ケ
花
染

肩
裾
が
用
い
ら
れ
て
い
て
注
目
さ
れ
た
。

ω(重
文
)
「
薄
茶
地
獣
花
文
黄
鍛
狩
衣
」
(
図
版
羽
、
四
)
は
、
岐
阜
県
、
関
市
の
春
日
神
社
に

伝
え
ら
れ
た
能
装
束
で
、
図
版
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
丈
は
十
三
セ
ン
チ
か
ら
十
五
セ
ン
チ
、

〈
わ

ま

は

ぱ

案
間
幅
は
十
五
セ
ン
チ
。
そ
の
案
間
幅
の
間
に
二
列
の
竪
縞
織
文
様
が
入
っ
て
い
る
。
但
し
文
様

の
向
は
霊
芝
文
も
花
文
も
、
横
縞
文
様
と
し
て
納
ま
る
形
の
文
様
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
が
竪
縞
と
し
て
裂
地
に
納
ま
る
と
、
九
十
度
方
向
を
変
え
て
横
向
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
よ
う
に
仔
細
に
見
る
と
不
自
然
な
文
様
で
あ
る
が

一
見
、
不
自
然
き
を
感
じ
さ
せ
な
い
の
は

こ
の
文
様
が
竪
縞
文
様
と
し
て
も
優
れ
た
出
来
で
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。

案
間
幅
、
す
な
わ
ち
裂
地
の
幅
の
中
で
、
く
り
返
さ
れ
る
文
様
一
単
位
の
幅
が
、
こ
の
裂
で
は

竪
縞
二
筋
が
一
つ
の
単
位
と
な
っ
て
繰
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
筋
の
文
様
は
色
遣
い
も
、

文
様
の
形
も
似
て
い
る
の
で
観
察
を
急
く
と
見
間
違
え
る
。
注
意
深
く
竪
縞
文
様
三
筋
の
内
容
を

検
討
し
、
三
筋
が
一
組
に
な
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
そ
の
二
列
の
縞
文
様
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
向
っ
て
右
側
の
列
が
、
明
瞭
な
霊
芝
雲
の
方
は
中
央
の
列
が
社
丹
と
蓮
華
の
列
、
そ
の
左
の

列
は
見
返
え
り
の
頭
部
と
前
方
向
頭
部
の
四
っ
脚
動
物
が
交
互
に
入
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
組

17 
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合
わ
せ
の
、
そ
の
左
の
竪
縞
は
、
文
様
を
構
成
す
る
絵
緯
の
色
や
、
銀
箔
糸
が
双
方
の
竪
縞
に
同

様
な
調
子
で
入
っ
て
い
る
の
で
一
見
、
文
様
の
形
状
が
異
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
。

即
ち
、
先
に
説
明
し
た
縞
の
左
側
の
縞
は
、
向
っ
て
右
側
の
霊
芝
雲
が
、
先
の
縞
の
問
、
聞
に
、

即
ち
互
の
目
の
位
置
に
入
っ
て
お
り
、
そ
の
形
も
凹
形
霊
芝
雲
文
で
、
凹
の
部
分
に
、
そ
の
部
分

の
絵
緯
糸
の
色
の
粒
文
様
が
入
っ
て
い
る
。
花
文
の
列
も
梅
鉢
形
の
花
文
と
花
弁
が
少
々
垂
れ
た

蓮
華
ら
し
い
形
の
も
の
が
並
び
、
そ
の
左
の
動
物
の
列
は
、
こ
れ
は
流
動
感
の
溢
れ
た
締
っ
た
感

じ
の
雲
龍
文
ら
し
い
も
の
が
観
察
さ
れ
、
文
様
そ
れ
自
体
楽
し
い
内
容
で
あ
る
。

損
傷
も
殆
ど
な
く
、
槌
色
も
先
ず
感
じ
ら
れ
る
も
の
は
な
い
。
一
覧
表
の
附
の
欄
に
示
し
た
よ

う
に
、
こ
の
黄
椴
狩
衣
は
保
存
が
よ
く
当
初
の
形
状
を
今
日
に
よ
く
侍
え
て
い
る
得
難
い
好
俊
件

の
ほ
か
に
、
文
様
の
形
状
、
文
様
素
材
の
組
合
わ
せ
、
表
現
、
色
遣
い
(
一
覧
表
に
挙
げ
て
お
い
た

が
経
糸
は
絹
の
紅
染
糸
が
槌
色
し
て
黄
土
色
、
地
緯
糸
は
薄
紅
の
太
い
木
綿
糸
、
こ
の
地
緯
の
木
綿
糸
は

紅
の
色
が
糸
の
内
側
に
は
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
る
。
文
様
構
成
の
絵
緯
に
は
赤
味
が
か
っ
た
青
|
紺
|

の
濃
淡
二
色
に
、
緑
は
薄
緑
、
緑
、
濃
緑
|
黒
に
近
く
見
え
る
ー
の
三
色
、
黄
は
黄
金
色
風
で
、
ほ
ん
の

り
薄
紅
の
残
っ
て
い
る
現
状
は
殆
ど
白
色
の
、
総
計
八
色
、
そ
れ
に
、
文
様
構
成
に
銀
箔
糸
が
加
っ
て
い

る
の
で
総
計
九
色
で
あ
る
。
)
、
紅
の
色
は
槌
色
し
で
も
格
調
の
高
い
透
明
感
の
あ
る
茶
色
や
薄
黄

色
に
な
る
の
で
一
見
し
て
、
品
格
の
あ
る
調
子
を
出
す
の
で
不
思
議
で
さ
え
あ
る
。
推
測
裂
幅
は
、

挿
図
却

片
倉
家
伝
来
黄
椴
陣
羽
織
裏
面

上
か
ら
背
面
、
正
面
(
上
前
)
、
正
面
(
下
前
)
の
全
容

八

裏
が
観
察
で
き
な
い
の
で
推
測
で
五
六
セ
ン
チ
前
後
と
見
る
。
こ
の
賞
椴
狩
衣
の
重
量
は
五
六

O
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グ
ラ
ム
強
で
比
較
的
軽
い
。

ω(重
文
)
「
紅
地
牡
丹
唐
草
文
賞
鍛
狩
衣
」

側
「
薄
茶
地
蓮
唐
草
文
黄
鍛
狩
衣
」

右
の
二
領
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
直
接
調
査
に
当
っ
て
お
ら
ず
、
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

ω号
に
発
表
さ

れ
た
河
上
繁
樹
氏
の
調
査
事
項
を
、

こ
の
稿
の
一
覧
表
に
掲
載
し
た
。
了
承
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
、
片
倉
家
伝
来
黄
鍛
陣
羽
織
の
調
査
報
告
を
行
う
に
当
り
、
先
ず
そ
の
陣
羽
織
に

就
い
て
の
伝
来
を
述
べ
、
次
に
、
形
状
・
法
量
・
仕
立
て
方
に
就
い
て
調
査
し
て
、

そ
の

調
査
内
容
を
記
し
、

比
較
対
照
と
な
る
陣
羽
織
の
物
件
に
つ
い
て
の
調
査
内
容
を
、

既

発
表
さ
れ
た
諸
物
件
の
諸
氏
の
も
の
、
筆
者
の
も
の
等
、
写
真
・
実
測
図
・
一
覧
表
と
共

に
併
わ
せ
呈
示
し
た
。

こ
こ
で
、
筆
者
の
行
っ
た
片
倉
家
伝
来
黄
鍛
陣
羽
織
の
裂
地
・
文
様
の
調
査
内
容
が
、

ひ

と

え

さ
い
わ
い
こ
の
陣
羽
織
は
、
裏
裂
を
使
用
し
な
い
単
衣
仕
立
て
で
あ
る
こ

こ
の
場
合
は

と
か
ら
、
使
用
黄
鍛
裂
を
裏
面
か
ら
も
観
察
で
き
、

そ
の
た
め
に
、
裏
裂
付
き
の
袷
仕
立

て
や
綿
入
仕
立
て
で
は
不
詳
、

今
回
の
こ
の
陣
羽
織

乃
至
は
推
測
の
域
に
止
る
こ
と
が
、

図
版

H
-
皿
、
挿
図

1
1
4

で
は
明
瞭
に
な

照
合

っ
た
。そ

れ
ら
判
明

し
た
諸
事
項
に

ト」小

nj、
現
状
の

黄
鍛
陣
羽
織
を

通
し
て
、
当
初

の
こ
の
陣
羽
織



を
想
定
し
、
裁
断
以
前
の
裂
地
の
形
状
を
推
測
し
得
、
裁
断
は
如
何
に
行
わ
れ
た
か
も
判

明
し
た
の
で
、
次
に
そ
の
報
告
を
行
う
。

図
版
五
の

a
、
b
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
賞
鍛
陣
羽
織
は
、
裂
地
の
裏
側
を
見
る

と
、
文
様
が
極
め
て
鮮
明
で
あ
る
。
こ
の
裂
地
の
場
合
、
表
側
で
は
銀
箔
糸
(
金
箔
糸
も
多

少
、
混
っ
て
入
っ
て
い
て
、
全
面
を
当
っ
て
-
調
査
し
て
い
る
時
に
、
ル
ー
ペ
を
通
し
て
見
る
箔
糸

が
、
こ
れ
は
金
箔
糸
だ
と
認
め
ら
れ
る
個
所
が
処
々
に
あ
る
。
特
に
金
箔
糸
の
輝
き
が
多
い
個
所

は
、
図
版
H
の
背
面
の
左
背
、
繰
色
社
丹
花
の
段
の
中
央
の
花
あ
た
り
と
、
図
版
I
の
上
前
の
襟

で
、
黄
金
色
牡
丹
花
l
社
丹
の
列
で
は
こ
の
黄
金
色
は
唯
一
ー
ー
が
斜
め
上
方
に
接
し
て
い
る
繰
色

社
丹
花
の
部
分
の
二
ケ
所
で
あ
る
。
)
が
、
文
様
の
輪
郭
線
を
あ
ら
わ
す
役
割
を
負
っ
て
お
り
、

裂
地
の
裏
面
で
は
輪
郭
線
以
外
の
と
こ
ろ
を
、
銀
箔
糸
の
裏
面
l
紙
の
面
ー
が
渡
っ
て
埋

め
尽
く
し
て
い
る
の
で
、
文
様
の
輪
郭
線
が
隔
然
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他

の
部
分
は
、
平
箔
糸
の
箔
の
附
い
て
い
る
面
が
、
裂
地
の
地
組
織
裏
に
接
し
、
平
箔
糸
の

紙
の
面
が
裂
地
の
裏
側
を
組
織
に
従
っ
て
輪
郭
線
を
残
し
て
埋
め
つ
く
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
う
い
っ
た
様
相
が
見
ら
れ
る
裏
面
で
あ
る
の
で
、
染
色
、
織
糸
、
組
織
、
文
様

の
形
等
が
実
に
明
確
に
示
さ
れ
て
お
り
、
色
緯
糸
の
状
態
も
判
明
す
る
こ
と
屡
と
で
、

ー，..

、ーー

の
裏
面
か
ら
の
観
察
は
、
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
輿
深
く
行
わ
れ
た
。

こ
の
黄
鍛
裂
の
文
様
は
、
牡
丹
文
も
蓮
華
文
も
一
貫
し
て
同
方
向
を
向
い
て
織
ら
れ
て

お
り
、
牡
丹
文
と
蓮
華
文
が
交
互
に
段
構
成
で
織
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。
文
様
と
し
て
は
、

社
丹
の
段
が
主
で
、
蓮
華
文
の
段
が
副
で
あ
る
。
文
丈
は
、
二
九
セ
ン
チ
前
後
の
個
所
が

多
く
、
最
長
は
二
二
セ
ン
チ
を
少
々
越
え
る
。
案
間
幅
は
九
・
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。

牡
丹
文
の
段
と
蓮
華
文
の
段
が
組
に
な
っ
て
一
単
位
と
な
り
、

即
ち
、
文
丈
と
な
っ
て

繰
り
返
え
し
織
ら
れ
て
い
る
。
牡
丹
と
蓮
華
と
二
つ
の
段
が
組
ま
れ
て
一
模
様
と
な
っ
て

い
る
中
で
、
社
丹
の
段
は
、
花
に
も
葉
に
も
輪
郭
線
の
銀
箔
糸
に
加
え
て
、
絵
緯
の
色
糸

片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

上

が
加
わ
っ
て
文
様
表
現
が
行
わ
れ
て
い
る
。
蓮
華
の
段
は
、
花
は
輪
郭
線
の
銀
箔
糸
と
絵

緯
の
色
糸
が
入
っ
て
い
る
が
、

地
組
織
の
紅
地
の

そ
の
葉
と
蔓
草
に
は
色
糸
は
入
ら
ず
、

上
に
銀
箔
糸
の
輪
郭
線
だ
け
で
あ
る
。
更
に
牡
丹
の
段
は
広
く
、
蓮
華
の
段
は
狭
い
。
こ

の
こ
と
は
精
査
に
か
、
る
ま
で
は
文
様
上
の
な
だ
ら
か
な
起
伏
と
思
う
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た

の
だ
が
、
精
査
の
段
階
で
始
め
て
気
付
き
、
連
続
文
様
の
中
に
お
け
る
大
小
、
強
、
弱
を

形
と
色
遣
い
で
さ
り
げ
な
く
、
見
事
に
や
っ
て
の
け
て
い
る
の
を
知
り
、
改
め
て
感
じ
入

っ
た
の
で
あ
っ
た
。

き
て
、
こ
の
黄
鍛
陣
羽
織
の
文
様
配
列
を
、
仕
立
て
る
以
前
の
こ
の
黄
鍛
用
布
に
置
く

試
考
が
成
功
し
た
の
で
「
挿
図
4
」
を
御
覧
い
た
ゾ
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
図
を
、
先
に

挙
げ
た
「
挿
図
2
想
定
裁
断
図
」
と
照
合
さ
れ
た
い
。
そ
し
て
更
に
「
挿
図
3

片
倉
家

伝
来
黄
鍛
陣
羽
織
文
様
配
置
図
」
と
合
わ
せ
御
覧
願
い
た
い
。

一
続
き
一
枚
の
牡
丹
蓮
華

唐
草
文
様
貰
鍛
裂
が
、

ど
の
よ
う
に
裁
断
さ
れ
、
仕
立
て
ら
れ
た
か
、
判
明
し
た
の
で
あ

る
文
様
の
向
は
、
「
挿
図
2

想
定
裁
断
図
」
と
「
挿
図
4

文
様
配
列
図
」
で
は
「
上
↑
文

様
」
と
、
そ
の
上
向
の
方
向
を
示
し
た
。

ま
た
、
挿
図

4
の
「
文
様
配
列
図
」
と
挿
図
3
の
「
文
様
配
置
図
」
を
照
合
し
、
裁
断

前
の
ど
の
部
分
が
、
仕
立
て
上
っ
た
陣
羽
織
の
ど
の
部
分
に
、
文
様
が
上
向
に
な
っ
て
い

る
か
、

下
向
に
な
っ
て
い
る
か
、
図
版
の
写
真
と
も
照
合
し
て
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

「
挿
図
4

片
倉
家
伝
来
黄
鍛
陣
羽
織
文
様
配
列
図
」
と
「
挿
図
3

片
倉
家
伝
来
責
鍛
陣

羽
織
文
様
配
置
図
」
の
照
合
説
明
を
す
る
と
、
挿
図
の
配
列
図
に
お
い
て
文
様
の
段
は
二

七
段
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
文
様
及
ぴ
色
遣
い
が
同
種
の
段
に
分
け
る
と
、

七
種
類
に
分
け
ら
れ
、
挿
図
4
の
「
配
列
図
」
の
上
方
か
ら
種
類
別
に
、
二
七
段
中
、
同

種
の
文
様
段
が
幾
段
あ
る
か
数
え
る
と
、
繰
色
社
丹
文
の
段
が
十
二
段
、
濃
紅
色
蓮
華
文

が
一
段
、
薄
紅
色
蓮
華
文
が
六
段
、
黄
金
色
牡
丹
文
が
一
段
、
黄
金
色
蓮
華
文
が
五
段
、
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美

術

研

究

四

号

上
半
薄
浅
葱
・
下
半
繰
色
牡
丹
文
が
一
段
、
上
半
黄
金
色
蓮
華
文
・
下
半
薄
紅
色
蓮
華
文

が
一
段
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
一
段
の
み
と
い
う
の
が
次
の
四
種
で
あ
あ
る
が
、

そ
の
中
の
一
種
は
、
先
に

挿
図
1
の
「
片
倉
家
伝
来
黄
鍛
陣
羽
織
実
測
図
」
中
に
お
い
て
「

a
」
の
記
号
を
附
し
て

説
明
し
た
。
他
の
三
種
を
「
b
」「

c
」「
d
」
と
し
、
「
挿
図
3
」
に
お
い
て
、

そ
の
一
段

の
み
存
す
る
と
い
う
文
様
色
遣
い
部
分
の
所
在
を
示
し
た
。
そ
の
図
に
お
け
る
ア
ル
フ
ァ

む
き

ベ
ッ
ト
文
字
の
向
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る
場
の
、
そ
の
裂
地
の
上
下
の
向
を
示
す
も
の
で

あ
る
こ
と
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

次
に
少
い
数
の
段
と
な
る
と
、
(
二
段
、
三
段
、
四
段
は
な
く
)
黄
金
色
蓮
華
文
の
五
段
、

次
が
薄
紅
色
蓮
華
文
の
六
段
、
(
七
段
か
ら
十
一
段
は
な
く
)
最
多
段
の
十
二
段
で
あ
る
繰
色

牡
丹
文
で
あ
る
。

こ
の
、
ま
こ
と
に
伸
び
や
か
な
自
由
な
発
想
の
色
遣
い
が
、
こ
の
文
様
に
お
か
れ
て
い

る
こ
と
を
筆
者
は
、

今
回
の
精
査
を
行
う
ま
で
全
く
気
付
か
な
か
っ
た
。
こ
の
精
査
を
進

め
る
途
次
、
驚
き
が
一
つ
一
つ
増
し
て
、
今
で
は
、
こ
の
意
匠
に
当
っ
た
人
物
が
、
少
く

と
も
、
前
以
っ
て
精
細
な
計
算
の
上
で
行
っ
た
色
遣
い
と
は
思
わ
れ
ず
、
裂
地
の
糸
の
、

意
匠
の
、

地
質
の
、

そ
し
て
莫
然
と
想
い
描
い
た
で
あ
ろ
う
そ
の
用
途
を
、
半
ば
信
じ
て

の
製
作
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

十
六
世
紀
後
半
の
明
の
製
織
で
あ
ろ
う
と
想
わ
れ
る
。
約
五
六
セ
ン
チ
の
幅
、
丈
は
四

メ
ー
タ
ー
二

0
セ
ン
チ
前
後
の
そ
の
裂
を
、
小
袖
か
ら
袖
を
除
い
た
、
丈
は
小
袖
よ
り
二

0
セ
ン
チ
前
後
短
く
し
た
陣
羽
織
か
胴
服
が
用
途
の
衣
料
と
し
て
わ
が
国
の
桃
山
期
に
仕

立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
後
補
は
全
く
な
い
。

黄
鍛
の
裂
地
と
し
て
も
多
色
の
色
糸
が
用
い
て
あ
り
、
銀
糸
、
金
糸
(
少
々
)
が
こ
の
文

様
の
す
べ
て
の
輪
郭
線
に
、

地
は
紅
染
の
太
い
木
綿
緯
糸
二
本
引
揃
え
に
、
撚
が
殆
ど
な

い
細
い
絹
の
紅
染
経
糸
で
の
五
枚
嬬
子
地
、
絵
緯
は
、
繰
色
(
牡
丹
花
に
多
)
と
鵜
色
(
牡

。

丹
の
葉
茎
に
多
)
が
多
く
使
用
き
れ
て
お
り
、
黄
金
色
に
見
え
る
黄
色
、
薄
紅
、
濃
紅
、
薄

20 

擦
の
九
色
で
あ
る
。

織
り
上
げ
た
当
初
の
、
こ
の
貫
鍛
は
如
何
に
品
よ
く
華
麗
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

九
色
を
、
品
よ
く
取
扱
っ
て
織
り
成
し
た
牡
丹
と
蓮
華
の
組
み
合
わ
せ
文
様
、
牡
丹
を
主

に
、
蓮
華
を
副
に
と
調
和
を
と
ら
せ
乍
ら
、
見
る
も
の
に
、
主
と
副
の
別
を
感
じ
さ
せ
ず
、

程
よ
く
快
い
波
調
を
覚
え
さ
せ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
占
め
る
ス
ペ
ー
ス
の
面
積
で
も
、
取
扱

い
の
強
弱
の
調
子
で
も
な
い
。
色
遣
い
を
多
数
な
中
か
ら
効
果
的
に
選
ぴ
用
い
て
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
黄
鍛
裂
は
、
わ
が
国
に
渡
っ
て
来
て
、
こ
の
形
の
陣
羽
織
に
仕
立
て
ら

れ
た
の
で
、

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
形
で
し
か
そ
の
効
果
を
知
ら
な
い
。
図
版
I
の
正
面
部
分

の
個
所
は
、

や
は
り
、
こ
の
裂
地
の
効
果
を
最
も
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思

う
。
肩
山
や
袖
山
に
縫
目
の
な
い
、
前
身
頃
と
後
身
頃
が
一
続
き
の
裂
と
し
て
仕
立
て
ら

れ
る
わ
が
国
独
得
の
裁
断
法
で
は
、
文
様
の
パ
タ
ー
ン
に
上
下
の
あ
る
一
続
き
の
裂
か
ら
、

接
ぎ
目
な
し
に
後
か
ら
前
へ
、
前
か
ら
後
へ
と
裂
地
を
裁
断
す
る
な
ら
、
前
後
の
ど
ち
ら

か
に
文
様
が
下
向
に
な
る
側
が
出
る
こ
と
必
僚
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
、
絵
羽

模
様
で
な
く
、

一
方
向
連
続
文
様
の
一
つ
づ
き
の
長
尺
か
ら

わ
が
国
独
得
の
、
肩
に
縫

自
の
な
い
衣
服
を
仕
立
て
上
げ
る
と
な
る
と
、
こ
の
陣
羽
織
は
最
高
に
よ
く
出
来
て
い
る

と
賞
讃
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

尚
、
清
朝
の
裂
地
で
あ
る
が
、
牡
丹
と
蓮
華
を
組
ま
せ
た
連
続
文
様
で
、

文
様
の
大
き

き
も
社
丹
も
蓮
華
も
、
こ
の
片
倉
家
伝
来
の
責
鍛
陣
羽
織
と
似
通
っ
た
裂
地
を
紹
介
す
る

(註

7
の
挿
図
)
。

そ
れ
は
、
北
海
道
神
宮
旧
蔵
の
「
満
州
古
衣
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
筆
者
は
北
海
道

開
拓
記
念
館
で
昭
和
五
九
年
(
一
九
八
四
年
)
九
月
一
日
(
土
)
か
ら
一
一
月
三

O
日
(
金
)

ま
で
開
催
さ
れ
た
「
第
お
回
特
別
展
ア
イ
ヌ
の
装
い

l
文
様
と
色
彩
の
世
界
l
」
の
折
、
会

場
で
ケ
ー
ス
越
し
に
拝
見
し
て
注
目
し
、
会
期
後
の
特
別
観
覧
を
願
い
出
、
概
略
調
査
を



一
丁
つ
ご
0

4
イ
a

J

J
更
に
昭
和
六
一
年
七
月
一
二
日
(
土
)
、
北
海
道
大
学
の
東
洋
史
科
出
身
で
、
現
在
札
幌

稲
西
高
校
の
社
会
科
教
諭
中
村
和
之
氏
(
山
丹
交
易
と
蝦
夷
錦
に
関
す
る
研
究
を
こ
こ
数
年

続
け
て
お
ら
れ
る
)
と
、
前
回
と
同
様
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
で
、
再
度
の
調
査
を
さ
せ
て

3
4
p
-
、、、，

-

E

，-
0

・
U
宇
J
宇
J
L
V
中
J

こ
の
「
満
州
古
衣
」
と
称
す
る
衣
料
は
、
何
時
ご
ろ
こ
の
服
の
形
に
仕
立
て
ら
れ
た
か

不
詳
だ
が
、
北
海
道
神
宮
(
以
前
は
札
幌
神
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
札
幌
神
社
に
随
分
以
前
か
ら

こ
の
「
満
州
古
衣
」
は
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
)
に
納
め
ら
れ
た
時
点
で
は
既
に
こ
の
形
を
し

て
お
り
、
損
傷
も
こ
の
写
真
に
見
ら
れ
る
の
と
き
し
て
変
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
中

村
和
之
氏
と
共
同
調
査
を
し
た
折
の
写
真
と
そ
の
時
の
ノ

l
ト
に
あ
っ
た
数
値
等
を
こ
こ

に
附
す
(
註
7
)
。
写
真
(
註
7
の
写
真

a
・b
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
衣
服
の
背
面
裂

地
の
文
様
に
は
片
倉
家
伝
来
黄
鍛
陣
羽
織
の
織
文
様
と
共
通
す
る
形
炊
や
雰
囲
気
を
感
じ

る
。
た
だ
し
片
倉
家
の
黄
鍛
陣
羽
織
の
文
様
が
、
牡
丹
も
蓮
華
も
す
べ
て
同
方
向
で
あ
る

の
に
対
し

こ
の
山
丹
服
の
鍛
子
は
、
牡
丹
の
列
と
蓮
華
の
列
と
は
そ
の
向
を
逆
に
し
て

連
続
さ
せ
で
あ
る
。
即
ち
連
続
文
様
の
多
く
の
例
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
「
上
下
の
な

い
文
様
」

の
配
慮
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
清
朝
製
の
「
牡
丹
蓮
華
唐
草
文
様
鍛
子
」
は
片
倉
家
伝
来
の
黄
鍛
陣
羽
織
の
裂
地

に
く
ら
べ
て
、
文
様
の
便
化
が
い
さ
さ
か
生
と
い
う
か
幼
い
と
い
う
の
か
、
そ
れ
に
文
様

自
体
に
も
生
彩
を
欠
く
。
格
調
高
い
伸
び
や
か
さ
と
展
開
を
見
せ
る
片
倉
家
伝
来
の
牡
丹

註
7

蓮
華
唐
草
文
様
黄
鍛
に
、
文
様
の
素
材
も
大
き
さ
も
殆
ど
変
ら
な
い
と
い
う
の
に
。
年
代

の
差
だ
け
で
な
く
、
生
産
地
そ
の
他
の
問
題
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
一
九
八
八
年
一
月
)

註1 

片
倉
重
長
は
、
始
め
「
重
綱
」
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
後
に
、
公
方
家
綱
公
の
御
韓
字
を
避
け

片
倉
家
伝
来
陣
羽
織
二
領

上

て
、
「
重
長
」
と
な
っ
た
。
片
倉
代
々
記
巻
之
七
重
長
の
項
|
|
美
術
研
究
三

O
三
号
拙
稿
、

頁
下
段
よ
り
二

O
頁
上
段
初
行
ー
l
照
合
。

片
倉
家
伝
来
染
織
品
目
録
は
、
昭
和
四
六
年
七
月
に
片
倉
家
十
五
代
信
光
氏
が
作
成
、
七
月
十

八
日
に
速
達
で
筆
者
宛
発
送
さ
れ
た
も
の
、
目
録
内
容
は
便
筆
八
枚
に
亙
り
、
註
2
の
挿
図
は
そ

の
第
一
枚
目
。

昭
和
六
十
二
年
六
月
九
日
(
火
)
、
片
倉
家
伝
来
の
「
黄
椴
陣
羽
織
」
並
び
に
、
同
じ
く
「
黒
羅

紗
・
繍
取
織
木
綿
縫
合
わ
せ
陣
羽
織
」
の
調
査
に
仙
台
市
博
物
館
に
出
向
い
て
い
た
筆
者
の
と
こ

ろ
に
、
米
沢
在
住
の
紅
花
研
究
家
鈴
木
孝
男
氏
が
、
筆
者
か
ら
の
依
頼
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
二
領

の
陣
羽
織
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紅
花
染
の
確
認
に
い
ら
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
折
の
鈴
木
孝
男
氏

の
確
認
と
所
見
。
鈴
木
孝
男
氏
に
は
、
米
沢
の
上
杉
神
社
で
筆
者
が
「
上
杉
家
伝
来
、
謙
信
・
景

勝
所
用
服
飾
類
」
の
調
査
以
来
、
紅
染
と
想
わ
れ
る
も
の
の
確
認
を
し
て
い
た
ゾ
い
て
お
り
、
筆

者
が
「
紀
州
東
照
宮
の
服
飾
類
」
を
発
見
、
調
査
の
折
も
、
三
度
、
米
沢
か
ら
和
歌
山
ま
で
出
向

い
て
下
さ
り
、
御
確
認
、
御
教
示
等
御
力
添
え

を
賜
わ
っ
た
。

4
古
「
挿
図
2
」
は
、
こ
の
陣
羽
織
の
用
布
を
如

何
に
裁
断
し
た
か
の
説
明
図
で
、
裂
地
の
文

様
の
向
を
決
め
た
上
で
、
実
測
調
査
の
結
果

を
似
っ
て
、
裂
幅
を
割
出
し
用
布
の
全
長
を

測
定
し
、
二
七
段
の
文
様
の
種
類
と
色
遣
い

の
調
査
か
ら
、
そ
の
配
列
図
(
挿
図
4
)
を
作

成
し
た
。
五
五
j

五
六
セ
ン
チ
幅
の
こ
の
黄

鍛
裂
を
四
メ
ー
ト
ル
二

0
セ
ン
チ
は
使
用
し

て
い
て
、
「
挿
図
2
の
想
定
裁
断
図
」
と
「
挿

図
4
の
文
様
配
列
図
」
を
、
実
測
法
量
で
似
っ

て
作
成
し
た
。
二
七
段
の
文
様
配
列
も
す
べ

て
各
部
分
違
わ
ず
合
致
し
た
。
幅
二

0
セ
ン

チ
、
長
さ
四
五
セ
ン
チ
の
「
余
り
ぎ
れ
」
も
、

ど
の
部
分
の
如
何
な
る
文
様
で
あ
る
か
、
残

念
乍
ら
そ
の
余
り
ぎ
れ
だ
け
は
現
在
で
は
確

認
出
来
な
い
が
、
間
違
い
な
く
、
そ
の
部
分

の
文
様
の
そ
の
大
き
き
の
裂
が
当
初
は
あ
っ

た
筈
で
あ
る
。

会
縫
製
は
、
紅
染
の

Z
撚
強
撚
絹
糸
で
、
平
縫

2 3 

片倉代々記

宮城片倉輝氏蔵

註 1の挿図註 2の 挿図昭和46年 7月

上旬に作成完の片倉信光氏

直筆 同家伝来染織品等目録初頁

九
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美

術

四

号

研

ザh
Yし

(
ぐ
し
縫
)
は
一
ミ
リ
か
ら
一
一
ミ
リ
の
こ
ま
か
い
針
目
の
一
度
縫
い
で
あ
る
。
脇
縫
等
縫
合
わ
せ

の
個
所
は
、
同
じ
く
紅
染
の

Z
撚
強
撚
絹
糸
で
、
一
ミ
リ
か
ら
一
一
ミ
リ
の
こ
ま
か
い
針
目
の
一
度

縫
い
、
縫
代
を
前
身
と
後
身
に
割
っ
て
、
縫
代
の
端
か
ら
五
ミ
リ
ば
か
り
入
っ
た
位
置
を
裏
面
の

長
さ
が
二
セ
ン
チ
前
後
の
大
針
目
で
押
き
え
縫
い
し
て
固
定
し
て
あ
る
。
脇
の
延
長
線
に
袖
あ
き

が
あ
る
が
、
そ
の
袖
あ
き
部
分
の
裏
の
始
末
は
脇
縫
の
続
き
で
、
同
じ
紅
染
強
撚
絹
糸
で
、
縫
代

の
端
か
ら
五
ミ
リ
ば
か
り
入
っ
た
位
置
を
裏
面
の
長
さ
が
二
セ
ン
チ
前
後
の
大
針
目
で
押
き
え
縫

い
し
で
あ
る
。

A
K

襟
付
縫
は
、
襟
は
貫
鍛
の
耳
の
側
が
襟
付
の
縫
い
合
わ
せ
側
に
用
い
て
あ
る
。
そ
れ
は
、
身
頃

や
妊
付
の
縫
い
合
わ
せ
部
分
を
更
に
襟
裂
を
重
ね
合
わ
せ
縫
っ
た
り
す
る
の
で
、
こ
の
厚
手
の
黄

鍛
裂
を
重
ね
合
わ
せ
縫
う
こ
と
は
最
小
限
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
頑
丈
に
、
し
か
し
可
能

な
限
り
縫
い
合
わ
せ
部
分
の
厚
く
な
る
の
を
避
け
る
。
そ
の
よ
う
な
方
法
が
考
じ
ら
れ
て
い
る
様

子
が
縫
製
面
か
ら
う
か
ゾ
え
、
そ
の
た
め
す
っ
き
り
し
た
仕
立
が
出
来
て
い
る
。

台
上
前
妊
は
、
文
様
の
色
の
組
合
わ
せ
が
そ
の
部
分
一
ケ
所
し
か
な
い

a
(
上
半
薄
浅
葱
・
下
半

繰
色
牡
丹
文
)
と
、

d
(
上
半
黄
金
色
・
下
半
薄
紅
色
蓮
華
文
)
の
二
ケ
所
を
持
つ
裂
で
、
そ

の
二
ケ
所
が
、
上
前
妊
の
ほ
ど
よ
い
位
置
に
、
上
向
の
美
し
い
姿
で
入
っ
て
い
る
(
図
版

I
参
照
)
。

大
下
前
妊
は
、
裁
断
の
折
に
、
織
耳
の
部
分
を
裁
ち
落
し
て
(
挿
図

2
)
あ
り
、
そ
の
妊
裂
を
そ

の
ま
、
右
に
移
し
て
、
下
前
妊
と
し
て
、
下
前
身
頃
(
右
前
身
頃
)
の
前
あ
き
の
耳
(
以
下
。
織

耳
。
を
。
耳
8

と
い
う
)
に
、
耳
を
裁
ち
落
し
た
側
を
縫
い
合
わ
せ
て
下
前
妊
を
作
成
し
て
い
る
。

こ
の
妊
裂
の
耳
を
裁
ち
目
に
し
て
、
下
前
身
頃
の
耳
と
縫
合
わ
せ
た
意
味
は
、
耳
と
耳
の
縫
い
合

わ
せ
線
が
、
胴
服
の
正
面
で
垂
ら
す
形
に
な
る
と
引
き
吊
り
を
生
じ
き
せ
る
結
果
を
来
す
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
片
方
を
裁
ち
自
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
防
止
が
考
え
ら
れ
る
故
か
と
想
わ
れ
る
。

古
ま
た
、
立
棲
や
裾
、
襟
の
裁
ち
目
を
、
撚
り
ぐ
け
の
よ
う
に
細
く
し
て
く
け
つ
け
て
あ
る
の
は
、

比
較
的
厚
手
の
裂
地
を
単
仕
立
に
す
る
時
、
そ
の
く
け
代
が
、
部
厚
で
あ
る
と
、
引
き
つ
り
を
生

じ
き
せ
る
結
果
を
来
す
の
で
、
そ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
撚
り
ぐ
け
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

文
様
が
こ
の
責
鍛
と
同
じ
「
花
鳥
文
竪
縞
」
の
金
・
銀
欄
は
、
わ
が
国
処
々
に
残
き
れ
て
お
り
、

筆
者
が
調
査
し
た
上
杉
謙
信
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
(
重
文
)
「
金
・
銀
欄
鍛
子
等
縫
合
わ
せ
胴
服
」

に
用
い
ら
れ
て
い
る
中
に
も
、
こ
の
同
文
「
青
緑
色
花
鳥
文
竪
縞
銀
欄
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

同
じ
く
(
重
文
)
伝
謙
信
所
用
の
袈
裟
に
も
、
こ
の
同
文
の
色
違
い
「
蔚
黄
色
花
鳥
文
竪
縞
金
欄
」

が
あ
り
(
こ
の
二
種
は
何
れ
も
講
談
社
昭
和
四
四
年
四
月
発
行
の
拙
著
「
上
杉
家
伝
来
衣
裳
」
の

図
版

M-mで
原
色
写
真
で
掲
載
)
、
ま
た
、
岐
阜
県
関
市
の
春
日
神
社
に
伝
来
す
る
(
重
文
)
の

能
装
束
の
狩
衣
と
側
次
に
、
こ
の
裂
の
色
違
い
を
用
い
た
も
の
が
四
領
あ
る
。
そ
れ
に
は
珍
し
く

裂
地
の
文
様
の
処
々
、
裂
幅
一
ぱ
い
に
約
一
セ
ン
チ
幅
に
細
く
区
切
り
が
入
り
、
そ
こ
に
「
蓑
忠

誠
」
あ
る
い
は
「
陸
小
恵
」
の
文
字
が
白
糸
の
浮
織
で
織
り
出
し
て
あ
る
(
講
談
社
本
解
説
凶
頁

5 

6 
に
挿
図
所
載
)
。
こ
の
文
字
が
何
を
意
味
す
る
か
は
明
確
に
は
判
ら
な
い
が
、
恐
ら
く
そ
れ
ら
の
裂

の
製
織
に
当
っ
た
明
の
機
戸
か
織
手
の
名
称
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
加
賀
の
前
田
家
に
伝

わ
る
前
田
利
家
所
用
と
い
わ
れ
る
脚
紳
に
も
同
裂
が
あ
る
と
聞
き
、
天
野
社
伝
来
の
舞
楽
装
束
に

も
同
文
の
裂
の
装
束
が
あ
り
、
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
た
だ
け
で
も
か
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
内
貼
裂
の
黄
鍛
裂
は
、
そ
の
文
様
が
金
・
銀
欄
用
に
な
っ
て
明
の
或
機
戸
で
、
今
日
で
い
う
量

産
が
な
き
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

黄
鍛
に
は
、
錦
の
よ
う
に
、
絵
緯
に
二
種
類
以
上
の
複
数
の
色
糸
(
金
箔
糸
や
銀
箔
糸
も
そ
の

数
に
入
れ
て
)
を
用
い
て
文
様
を
表
出
し
て
い
る
も
の
と
、
金
欄
や
銀
欄
の
よ
う
に
、
金
箔
糸
や

銀
箔
紙
一
色
で
文
様
を
表
出
し
て
い
る
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
現
存
遺
品
資
料
か
ら
推
測
し

て
、
こ
の
一
覧
表
で
も
考
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
前
者
の
錦
系
の
黄
鍛
は
、
黄
椴
と
し
て
の
製
作
年

代
が
古
い
明
代
の
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
も
の
に
多
い
と
想
わ
れ
、
金
・
銀
欄
系
の
黄
鍛
は
、

明
代
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
多
い
よ
う
で
あ
る
。

北
海
道
神
宮
旧
蔵
「
満
州
古
衣
」
薄
茶
地
牡
丹
蓮
華
唐
草
文
様
鍛
子
(
背
面
に
、
横
ぎ
れ
で

使
用
)
の
メ
モ

文
丈
三
二
セ
ン
チ
前
後
、
案
間
幅
一
七
セ
ン
チ
前
後

一
セ
ン
チ
聞
の
密
度
経
糸
一

O
O本
前

後

、

緯

糸

三

五

j
三
七
越
前
後

ω文
様

(
牡
丹
)
長
径
一

0
セ
ン
チ
前
後
、
短
径
九
セ
ン
チ
前
後

(
蓮
華
)
横
一
一
・
五
セ
ン
チ
、
径
九
・
五
セ
ン
チ

(
色
糸
)
薄
黄
(
賞
味
が
か
っ
て
い
る
)
、
平
金
糸
、
薄
黄
土
色
、
紫
カ
、
浅
葱
、
濃
い
緑

ω地
は
経
の
五
枚
嬬
子
(
経
糸
の
撚
は

Z
撚
、
袖
の
部
分
よ
り
も
撚
が
き
つ
い
)
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7 

背面

満州古衣背面の背部分

牡丹蓮華唐草文様が見える。

満州古衣註 7の挿図 a

註 7の挿図b
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